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(54)【発明の名称】 カラー液晶表示装置用ガンマ補正装置、ガンマ補正方法及びガンマ補正データ作成方法

(57)【要約】
【課題】  液晶パネルにおいて輝度特性の異なるＲ、
Ｇ、Ｂの各画素毎のガンマ補正データを用いてガンマ補
正するようにしたカラー液晶表示装置用ガンマ補正装
置、ガンマ補正方法及びガンマ補正データ作成方法を提
供する。
【解決手段】  液晶パネルのＲ画素、Ｇ画素及びＢ画素
の各輝度特性に基づき作成したＲ用、Ｇ用及びＢ用の各
ガンマ補正データをＲ用、Ｇ用及びＢ用の各ガンマデー
タメモリ２５乃至２７に記憶しておき、ガンマ補正回路
２４により映像信号を構成するＲ信号、Ｇ信号及びＢ信
号を各ガンマデータメモリ２５乃至２７の記憶データに
基づきそれぞれガンマ補正する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  カラー液晶表示装置の液晶パネル（１
０）のマトリクス状のＲ画素、Ｇ画素及びＢ画素の各輝
度特性に基づき作成したＲ用、Ｇ用及びＢ用のガンマ補
正データを記憶する記憶手段（２５乃至２７）と、この
記憶手段に記憶したＲ用、Ｇ用及びＢ用の各ガンマ補正
データに基づき、前記Ｒ画素、Ｇ画素及びＢ画素に付与す
べき映像信号を構成するＲ信号、Ｇ信号及びＢ信号をそ
れぞれ補正するガンマ補正手段（２４）とを備えるカラ
ー液晶表示装置用ガンマ補正装置。
【請求項２】  カラー液晶表示装置の液晶パネル（１
０）のマトリクス状のＲ画素、Ｇ画素及びＢ画素に付与
すべき映像信号を構成するＲ信号、Ｇ信号及びＢ信号を、
前記Ｒ画素、Ｇ画素及びＢ画素の各輝度特性に基づき作
成したＲ用、Ｇ用及びＢ用のガンマ補正データにより補
正するようにしたカラー液晶表示装置用ガンマ補正方
法。
【請求項３】  カラー液晶表示装置の液晶パネル（１
０）のマトリクス状のＲ画素、Ｇ画素及びＢ画素の各輝
度特性を測定し、前記Ｒ画素、Ｇ画素及びＢ画素の各測定
輝度特性に基づきＲ用、Ｇ用及びＢ用のガンマ補正デー
タを作成するようにしたカラー液晶表示装置用ガンマ補
正データ作成方法。
【請求項４】  カラー液晶表示装置の液晶パネル（１
０）のマトリクス状のＲ画素、Ｇ画素及びＢ画素の各輝
度特性を、前記液晶パネルの全画素を複数の領域に分割
して測定し、前記分割領域毎の前記Ｒ画素、Ｇ画素及びＢ
画素の各輝度特性を平均化して前記Ｒ画素、Ｇ画素及び
Ｂ画素の各平均輝度特性を作成し、これら各平均輝度特
性に基づきＲ用、Ｇ用及びＢ用のガンマ補正データを作
成するようにしたカラー液晶表示装置用ガンマ補正デー
タ作成方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、カラー液晶表示装
置に採用されるガンマ補正装置、ガンマ補正方法及びガ
ンマ補正データ作成方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】一般に、カラー液晶表示装置において、
その液晶パネルの輝度特性（印加電圧ー透過率特性）
は、図１２にて示すような非線形特性をもつことから、
図１３にて示すような上記輝度特性とは線対称となるガ
ンマ補正データを用いて最終映像信号を線形特性になる
ようにガンマ補正補正している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、液晶パネルの
種類によっては、液晶パネル内の各カラーフィルタが
Ｒ、Ｇ、Ｂの各画素毎に異なる特性を有したり、また、
液晶パネルの表示面内で輝度特性が均一にならずばらつ
きを有するものがある。
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【０００４】従って、このような液晶パネルを有するカ
ラー液晶表示装置において、１種類のガンマ補正データ
を用いてガンマ補正するだけでは、液晶パネルの表示面
全体の輝度特性が均一にならないという不具合がある。
【０００５】そこで、本発明は、このようなことに対処
するため、液晶パネルにおいて輝度特性の異なるＲ、
Ｇ、Ｂの各画素毎のガンマ補正データを用いてガンマ補
正するようにしたカラー液晶表示装置用ガンマ補正装
置、ガンマ補正方法及びガンマ補正データ作成方法を提
供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記課題の解決にあた
り、請求項１に記載の発明にかかるカラー液晶表示装置
用ガンマ補正装置は、カラー液晶表示装置の液晶パネル
（１０）のマトリクス状のＲ画素、Ｇ画素及びＢ画素の
各輝度特性に基づき作成したＲ用、Ｇ用及びＢ用のガン
マ補正データを記憶する記憶手段（２５乃至２７）と、
この記憶手段に記憶したＲ用、Ｇ用及びＢ用の各ガンマ
補正データに基づき、Ｒ画素、Ｇ画素及びＢ画素に付与す
べき映像信号を構成するＲ信号、Ｇ信号及びＢ信号をそ
れぞれ補正するガンマ補正手段（２４）とを備える。
【０００７】このように、Ｒ用、Ｇ用及びＢ用の各ガンマ
補正データに基づき、Ｒ画素、Ｇ画素及びＢ画素に付与す
べき映像信号を構成するＲ信号、Ｇ信号及びＢ信号をそ
れぞれガンマ補正する。従って、液晶パネルの輝度のばら
つきがＲ画素、Ｇ画素及びＢ画素の相互間にあっても、上
記各ガンマ補正でもって液晶パネルの輝度の均一化が良
好に確保され得る。
【０００８】また、請求項２に記載の発明に係るカラー
液晶表示装置用ガンマ補方法では、カラー液晶表示装置
の液晶パネル（１０）のマトリクス状のＲ画素、Ｇ画素
及びＢ画素に付与すべき映像信号を構成するＲ信号、Ｇ
信号及びＢ信号を、Ｒ画素、Ｇ画素及びＢ画素の各輝度特
性に基づき作成したＲ用、Ｇ用及びＢ用のガンマ補正デ
ータにより補正する。
【０００９】これにより、液晶パネルの輝度のばらつき
がＲ画素、Ｇ画素及びＢ画素の相互間であっても、上記各
ガンマ補正でもって液晶パネルの輝度の均一化が良好に
確保され得る。
【００１０】また、請求項３に記載の発明に係るカラー
液晶表示装置用ガンマ補正データ作成方法は、カラー液
晶表示装置の液晶パネル（１０）のマトリクス状のＲ画
素、Ｇ画素及びＢ画素の各輝度特性を測定し、Ｒ画素、Ｇ
画素及びＢ画素の各測定輝度特性に基づきＲ用、Ｇ用及
びＢ用のガンマ補正データを作成する。
【００１１】これにより、液晶パネルの輝度のばらつき
がＲ画素、Ｇ画素及びＢ画素の相互間であっても、液晶パ
ネルの輝度の均一化が良好に確保されるガンマ補正が可
能となる。
【００１２】また、請求項４に記載の発明に係るカラー
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液晶表示装置用ガンマ補正データ作成方法では、カラー
液晶表示装置の液晶パネル（１０）のマトリクス状のＲ
画素、Ｇ画素及びＢ画素の各輝度特性を、液晶パネルの全
画素を複数の領域に分割して測定し、分割領域毎のＲ画
素、Ｇ画素及びＢ画素の各輝度特性を平均化してＲ画素、
Ｇ画素及びＢ画素の各平均輝度特性を作成し、これら各
平均輝度特性に基づきＲ用、Ｇ用及びＢ用のガンマ補正
データを作成する。
【００１３】これにより、液晶パネルの各分割領域間で
輝度のばらつきがあっても、液晶パネルの輝度の均一化
が良好に確保されるガンマ補正が容易に可能となる。
【００１４】なお、上記各手段の括弧内の符号は、後述
する実施形態に記載の具体的手段との対応関係を示すも
のである。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施形態を図面
により説明する。図１は本発明が適用されるカラー液晶
表示装置の一実施形態を示している。このカラー液晶表
示装置は、液晶パネル１０と、この液晶パネル１０を表
示駆動する表示駆動回路２０とにより構成されている。
液晶パネル１０は、マトリクス型フルカラー液晶パネル
からなるもので、この液晶パネル１０は、両電極基板の
間に反強誘電性液晶を封入して構成されている。
【００１６】また、液晶パネル１０の両電極基板の一方
は、ガラス基板と、このガラス基板の内表面に設けた複
数条の走査電極と、これら各走査電極に沿い設けた複数
条のカラーフィルタ（それぞれ、Ｒ、Ｇ、Ｂのカラーフ
ィルタ層からなる）と、各走査電極及び各カラーフィル
タを介しガラス基板の内表面に積層したオーバーコート
及び配向膜とにより構成されている。他方の電極基板
は、ガラス基板の内表面に上記複数条の走査電極と直角
に位置するように設けた複数条の信号電極と、これら各
信号電極を介し上記ガラス基板の内表面に積層した絶縁
膜及び配向膜とにより構成されている。
【００１７】なお、複数条の走査電極及び複数条の信号
電極は、複数条のカラーフィルタ及び反強誘電性液晶と
共に、マトリクス状の複数の画素を形成する。また、各
画素は、各カラーフィルタのＲ、Ｇ、Ｂのカラーフィル
タ層の各々に対応してＲ画素、Ｇ画素、Ｂ画素により構
成されている。また、各信号電極は、Ｒ、Ｇ、Ｂの各カ
ラーフィルタ層に対応する各信号電極（以下、Ｒ用、Ｇ
用、Ｂ用の各信号電極という）に分割形成されている。
【００１８】表示駆動回路２０は、Ｙ／Ｃ分離回路２１
と、同期分離機能付きＲ、Ｇ、Ｂデコーダ２２とを備え
ている。Ｙ／Ｃ分離回路２１は、ＮＴＳＣ方式の映像信
号（複合映像信号）から輝度信号（Ｙ信号）及び色信号
（Ｃ信号）を分離抽出してＲ、Ｇ、Ｂデコーダ２２に出
力する。
【００１９】Ｒ、Ｇ、Ｂデコーダ２２は、上記映像信号
を入力されてこの映像信号をＲ信号、Ｇ信号、Ｂ信号に
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変換して８ビットのＡ－Ｄ変換器２３に出力するととも
に、Ｙ／Ｃ分離回路２１のＹ信号から水平同期信号（Ｈ
ＳＹＮＣ信号）及び垂直同期信号（ＶＳＹＮＣ信号）を
分離抽出して電極駆動回路２９に出力する。なお、同期
分離機能付きＲ、Ｇ、Ｂデコーダ２２は、同期分離機能
を備えていないＲ、Ｇ、Ｂデコーダ２２と、これと別体
の回路としての同期分離回路とにより構成してもよい。
【００２０】Ａ－Ｄ変換器２３は、Ｒ、Ｇ、Ｂデコーダ
２２からのＲ信号、Ｇ信号、Ｂ信号をそれぞれ８ビット
のＲデジタルデータ、Ｇデジタルデータ及びＢデジタル
データに変換してガンマ補正回路２４に出力する。Ｒ、
Ｇ、Ｂ用の各ガンマデータメモリ２５、２６、２７は、
共に、８ビットのデジタルデータを記憶するもので、Ｒ
用ガンマデータメモリ２５は、Ｒ用ガンマデータＲｄ
（図２（ａ）参照）をデジタルデータとして予め記憶し
ている。このガンマデータメモリ２５は、Ａ－Ｄ変換器
２３からのＲデジタルデータに基づきガンマ補正回路２
４によりＲ用ガンマデータＲｄを読み出される。
【００２１】Ｇ用ガンマデータメモリ２６は、Ｇ用ガン
マデータＧｄ（図２（ｂ）参照）をデジタルデータとし
て予め記憶してなるもので、このガンマデータメモリ２
６は、Ａ－Ｄ変換器２３からのＧデジタルデータに基づ
きガンマ補正回路２４によりＧ用ガンマデータＧｄを読
み出される。また、Ｂ用ガンマデータメモリ２７は、Ｂ
用ガンマデータＢｄ（図２（ｃ）参照）をデジタルデー
タとして予め記憶してなるもので、このガンマデータメ
モリ２７は、Ａ－Ｄ変換器２３からのＢデジタルデータ
に基づきガンマ補正回路２４によりＢ用ガンマデータＢ
ｄを読み出される。
【００２２】ここで、Ｒ用ガンマデータＲｄ、Ｇ用ガン
マデータＧｄ及びＢ用ガンマデータＢｄは、次のように
して求められている。まず、液晶パネル１０の各Ｒ画素
輝度と入力信号レベルとの関係、各Ｇ画素輝度と入力信
号レベルとの関係及び各Ｂ画素輝度と入力信号レベルと
の関係をイメージスキャナにより測定する。
【００２３】また、上記入力信号レベルを符号Ｐで表す
ものとする。また、この入力信号レベルＰは階段状に０
乃至１００（％）まで変化するものとする。また入力信
号レベルＰがレベルｉのときＰ＝Ｐｉとし、ｉ＝０乃至
１００の範囲のいずれかとする。
【００２４】そして、液晶パネル１０の全Ｒ画素の輝度
の平均輝度（以下、全Ｒ画素平均輝度という）をＫＲ
（Ｐ）とすると、この全Ｒ画素平均輝度ＫＲ（Ｐ）は、
次の数１の式により表される。
【００２５】
【数１】
ＫＲ（Ｐ）＝（Ｒ１＋Ｒ２＋・・・＋Ｒｎ）／ｎ
この数１の式において、ｎは液晶パネル１０のＲ画素の
数を表す。また、Ｒ１、Ｒ２、・・・、Ｒｎは、それぞ
れ、各Ｒ画素の輝度を表す。
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【００２６】そこで、各入力信号レベルＰｉに対する全
Ｒ画素平均輝度ＫＲ（Ｐｉ）を数１の式に基づきｉ＝０
からｉ＝１００まで順次算出する。そして、これら各Ｒ
画素平均輝度を入力信号レベルとの関係でプロットする
ことで、全Ｒ画素平均輝度ＫＲ（Ｐ）と入力信号レベル
Ｐとの関係が図３（ａ）にて示すように全Ｒ画素輝度デ
ータＲｄｄとして得られる。
【００２７】また、液晶パネル１０の全Ｇ画素の輝度の
平均輝度（以下、全Ｇ画素平均輝度という）をＫＧ
（Ｐ）とすると、この全Ｇ画素平均輝度ＫＧ（Ｐ）は、
次の数２の式により表される。
【００２８】
【数２】
ＫＧ（Ｐ）＝（Ｇ１＋Ｇ２＋・・・＋Ｇｎ）／ｎ
この数２の式において、ｎは液晶パネル１０のＧ画素の
数を表す。また、Ｇ１、Ｇ２、・・・、Ｇｎは、それぞ
れ、各Ｇ画素の輝度を表す。
【００２９】そこで、各入力信号レベルＰｉに対する全
Ｇ画素平均輝度ＫＧ（Ｐｉ）を数２の式に基づきｉ＝０
からｉ＝１００まで順次算出する。そして、これら各Ｇ
画素平均輝度を入力信号レベルとの関係でプロットする
ことで、全Ｇ画素平均輝度ＫＧ（Ｐ）と入力信号レベル
Ｐとの関係が図３（ｂ）にて示すように全Ｇ画素輝度デ
ータＧｄｄとして得られる。
【００３０】また、液晶パネル１０の全Ｂ画素の輝度の
平均輝度（以下、全Ｂ画素平均輝度という）をＫＢ
（Ｐ）とすると、この全Ｂ画素平均輝度ＫＢ（Ｐ）は、
次の数３の式により表される。
【００３１】
【数３】
ＫＢ（Ｐ）＝（Ｂ１＋Ｂ２＋・・・＋Ｂｎ）／ｎ
この数３の式において、ｎは液晶パネル１０のＢ画素の
数を表す。また、Ｂ１、Ｂ２、・・・、Ｂｎは、それぞ
れ、各Ｂ画素の輝度を表す。
【００３２】そこで、各入力信号レベルＰｉに対する全
Ｂ画素平均輝度ＫＢ（Ｐｉ）を数３の式に基づきｉ＝０
からｉ＝１００まで順次算出する。そして、これら各Ｂ
画素平均輝度を入力信号レベルとの関係でプロットする
ことで、全Ｂ画素平均輝度ＫＢ（Ｐ）と入力信号レベル
Ｐとの関係が図３（ｃ）にて示すように全Ｂ画素輝度デ
ータＢｄｄとして得られる。
【００３３】また、このようにして測定した全Ｒ画素輝
度データＲｄｄ、全Ｇ画素輝度データＧｄｄ及び全Ｂ画
素輝度データＢｄｄは、図３（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）
にて示すように、勾配が４５°の直線Ｌに対し、略Ｓ字
状に変化している。また、当該全Ｒ画素輝度データＲｄ
ｄ、全Ｇ画素輝度データＧｄｄ及び全Ｂ画素輝度データ
Ｂｄｄを直線Ｌに対しまとめて描くと、これら全Ｒ画素
輝度データＲｄｄ、全Ｇ画素輝度データＧｄｄ及び全Ｂ
画素輝度データＢｄｄは、図４にて示すように、相互に
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異なっている。これは、液晶パネル１０におけるＲ、
Ｇ、Ｂの各カラーフィルタ層の間の膜厚の相違等に起因
するものである。
【００３４】そこで、ガンマ補正は、全Ｒ画素輝度デー
タＲｄｄ、全Ｇ画素輝度データＧｄｄ及び全Ｂ画素輝度
データＢｄｄを共に直線Ｌに一致させるように補正する
ものであることから、これら全Ｒ画素輝度データＲｄ
ｄ、全Ｇ画素輝度データＧｄｄ及び全Ｂ画素輝度データ
Ｂｄｄが直線Ｌを基準に線対称となる各データを上述し
たＲ用ガンマデータＲｄ、Ｇ用ガンマデータＧｄ及びＢ
用ガンマデータＢｄとして図２（ａ）、（ｂ）及び
（ｃ）として求めた。なお、これらＲ用ガンマデータＲ
ｄ、Ｇ用ガンマデータＧｄ及びＢ用ガンマデータＢｄを
直線Ｌを基準にまとめて示すと、図４のようになる。
【００３５】ガンマ補正回路２４は、Ａ－Ｄ変換器２３
からのＲデジタルデータに基づきガンマデータメモリ２
５からＲ用ガンマデータＲｄを読み出し、このガンマデ
ータＲｄに基づきＲデジタルデータをガンマ補正して直
線Ｌに対応するガンマ補正データＬＲとしてＤ－Ａ変換
器２８に出力する。また、ガンマ補正回路２４は、Ａ－
Ｄ変換器２３からのＧデジタルデータに基づきガンマデ
ータメモリ２６からＧ用ガンマデータＧｄを読み出し、
このガンマデータＧｄに基づきＧデジタルデータをガン
マ補正して直線Ｌに対応するガンマ補正データＬＧとし
てＤ－Ａ変換器２８に出力する。また、ガンマ補正回路
２４は、Ａ－Ｄ変換器２３からのＢデジタルデータに基
づきガンマデータメモリ２７からＢ用ガンマデータＢｄ
を読み出し、このガンマデータＢｄに基づきＢデジタル
データをガンマ補正して直線Ｌに対応するガンマ補正デ
ータＬＢとしてＤ－Ａ変換器２８に出力する。
【００３６】８ビットのＤ－Ａ変換器２８は、ガンマ補
正回路２４からの各ガンマ補正データＬＡ、ＬＧ、ＬＢ
をそれぞれ補正Ｒ信号、補正Ｇ信号及び補正Ｂ信号（以
下、それぞれ、ＲＡ補正信号、ＧＡ補正信号及びＢＡ補
正信号という）にアナログ変換して電極駆動回路２９に
出力する。
【００３７】この電極駆動回路２９は、Ｒ、Ｇ、Ｂデコ
ーダ２２からの水平同期信号及び垂直同期信号を受け
て、液晶パネル１０の複数条の走査電極を線順次走査し
て、この走査される走査電極に走査電圧を印加し、当該
走査に同期してＤ－Ａ変換器２８からのＲＡ補正信号、
ＧＡ補正信号及びＢＡ補正信号を信号電圧として複数条
の信号電極（即ち、各複数条のＲ用、Ｇ用、Ｂ用の各信
号電極）に印加することで、液晶パネル１０をマトリク
ス駆動表示させる。
【００３８】このように構成した本第１実施形態におい
て、Ｒ、Ｇ、Ｂデコーダ２２が、映像信号をＲ信号、Ｇ
信号、Ｂ信号に変換してＡ－Ｄ変換器２３に出力すると
ともに、Ｙ／Ｃ分離回路２１からのＹ信号に基づき水平
同期信号及び垂直同期信号を電極駆動回路２９に入力す
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7
る。
【００３９】すると、当該Ｒ信号、Ｇ信号、Ｂ信号はＡ
－Ｄ変換器２３によりＲデジタルデータ、Ｇデジタルデ
ータ及びＢデジタルデータに変換されてガンマ補正回路
２４に入力される。
【００４０】これに伴い、ガンマ補正回路２４は、Ａ－
Ｄ変換器２３からのＲデジタルデータに基づきガンマデ
ータメモリ２５からＲ用ガンマデータＲｄを読み出し、
このガンマデータＲｄに基づきＲデジタルデータをガン
マ補正しガンマ補正データＬＲとしてＤ－Ａ変換器２８
に出力する。また、ガンマ補正回路２４は、Ａ－Ｄ変換
器２３からのＧデジタルデータに基づきガンマデータメ
モリ２６からＧ用ガンマデータＧｄを読み出し、このガ
ンマデータＧｄに基づきＧデジタルデータをガンマ補正
しガンマ補正データＬＧとしてＤ－Ａ変換器２８に出力
し、また、Ａ－Ｄ変換器２３からのＢデジタルデータに
基づきガンマデータメモリ２７からＢ用ガンマデータＢ
ｄを読み出し、このガンマデータＢｄに基づきＢデジタ
ルデータをガンマ補正してガンマ補正データＬＢとして
Ｄ－Ａ変換器２８に出力する。
【００４１】すると、各ガンマ補正データＬＲ、ＬＧ、
ＬＢがＤ－Ａ変換器２８によりＲＡ補正信号、ＧＡ補正
信号及びＢＡ補正信号に変換されて電極駆動回路２９に
入力される。
【００４２】すると、電極駆動回路２９は、Ｒ、Ｇ、Ｂ
デコーダ２２からの水平同期信号及び垂直同期信号に基
づき、液晶パネル１０の複数条の走査電極を線順次走査
して、この走査される走査電極に走査電圧を印加し、当
該走査に同期してＤ－Ａ変換器２８からのＲＡ補正信
号、ＧＡ補正信号及びＢＡ補正信号を信号電圧として各
複数条のＲ用、Ｇ用、Ｂ用の各信号電極に印加すること
で、液晶パネル１０をマトリクス駆動表示させる。
【００４３】ここで、本第１実施形態では、上述のごと
く、液晶パネルのＲ、Ｇ、Ｂの画素の組毎ではなく、Ｒ
画素、Ｇ画素或いはＢ画素毎に求めた全Ｒ画素輝度デー
タＲｄｄ、全Ｇ画素輝度データＧｄｄ或いは全Ｂ画素輝
度データＢｄｄを、直線Ｌを基準に線対称となるＲ用ガ
ンマデータＲｄ、Ｇ用ガンマデータＧｄ或いはＢ用ガン
マデータＢｄとするようになされている。
【００４４】このため、上記Ｒ用ガンマデータＲｄ、Ｇ
用ガンマデータＧｄ或いはＢ用ガンマデータＢｄを用い
て影像信号に対応するＲデジタルデータ、Ｇデジタルデ
ータ及びＢデジタルデータをガンマ補正することとな
る。従って、当該ガンマ補正が、液晶パネル１０のＲ、
Ｇ、Ｂの各カラーフィルタ層の厚さが相互に異なってい
ても、最適になされ、その結果、液晶パネル１０の表示
画像の輝度が当該液晶パネル１０の表示面全体に亘り均
一になる。
（第２実施形態）次に、本発明の第２実施形態につき図
５乃至図７を参照して説明する。この第２実施形態で
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は、上記第１実施形態にて述べたＲ用ガンマデータメモ
リ２５には、Ｒ用ガンマデータＲｄに代えて、Ｒ用平均ガ
ンマデータＲｄａｖｅ（図７参照）が予め記憶されてい
る。また、上記第１実施形態にて述べたＧ用ガンマデータ
メモリ２６には、Ｇ用ガンマデータＧｄに代えて、Ｇ用平
均ガンマデータＧｄａｖｅが予め記憶され、上記第１実
施形態にて述べたＢ用ガンマデータメモリ２７には、Ｂ
用ガンマデータＢｄに代えて、Ｂ用平均ガンマデータＢ
ｄａｖｅが予め記憶されている。
【００４５】これら各平均ガンマデータＲｄａｖｅ、Ｇ
ｄａｖｅ及びＢｄａｖｅは次のようにして求められてい
る。まず、液晶パネル１０の全画素を、Ｒ画素、Ｇ画素或い
はＢ画素毎に、図５にて示すごとく①領域乃至④領域に
４分割する。なお、図５では、便宜上、複数の図示縦横直線
で形成される各四角形部分がそれぞれ画素（Ｒ画素、Ｇ
画素或いはＢ画素）に相当するものとする。
【００４６】そして、①領域のＲ画素の輝度の平均輝度
（以下、①領域Ｒ画素平均輝度という）をＫＲ１（Ｐ）
とすると、数１の式の右辺において分母ｎを４／ｎとお
き、分子のＲ画素の輝度の和は①領域の全Ｒ画素の輝度
の和として数１に基づき、①領域Ｒ画素平均輝度ＫＲ１
（Ｐ）を各入力信号レベルＰｉに対して算出する。この
算出結果を入力信号レベルとの関係でプロットすること
で、①領域Ｒ画素平均輝度ＫＲ１（Ｐ）と入力信号レベ
ルＰとの関係が図６にて①領域Ｒ画素平均輝度データＲ
１ｄｄａｖｅとして得られる。
【００４７】また、②領域のＲ画素の輝度の平均輝度
（以下、②領域Ｒ画素平均輝度という）をＫＲ２（Ｐ）
とすると、数１の式の右辺において分母ｎを４／ｎとお
き、分子のＲ画素の輝度の和は②領域の全Ｒ画素の輝度
の和として数１に基づき、②領域Ｒ画素平均輝度ＫＲ２
（Ｐ）を各入力信号レベルＰｉに対して算出する。この
算出結果を入力信号レベルとの関係でプロットすること
で、②領域Ｒ画素平均輝度ＫＲ２（Ｐ）と入力信号レベ
ルＰとの関係が図６にて②領域Ｒ画素平均輝度データＲ
２ｄｄａｖｅとして得られる。
【００４８】また、③領域のＲ画素の輝度の平均輝度
（以下、③領域Ｒ画素平均輝度という）をＫＲ３（Ｐ）
とすると、数１の式の右辺において分母ｎを４／ｎとお
き、分子のＲ画素の輝度の和は③領域の全Ｒ画素の輝度
の和として数１に基づき、③領域Ｒ画素平均輝度ＫＲ３
（Ｐ）を各入力信号レベルＰｉに対して算出する。この
算出結果を入力信号レベルとの関係でプロットすること
で、③領域Ｒ画素平均輝度ＫＲ３（Ｐ）と入力信号レベ
ルＰとの関係が図６にて③領域Ｒ画素平均輝度データＲ
３ｄｄａｖｅとして得られる。
【００４９】また、④領域のＲ画素の輝度の平均輝度
（以下、④領域Ｒ画素平均輝度という）をＫＲ４（Ｐ）
とすると、数１の式の右辺において分母ｎを４／ｎとお
き、分子のＲ画素の輝度の和は④領域の全Ｒ画素の輝度
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の和として数１に基づき、④領域Ｒ画素平均輝度ＫＲ４
（Ｐ）を各入力信号レベルＰｉに対して算出する。この
算出結果を入力信号レベルとの関係でプロットすること
で、④領域Ｒ画素平均輝度ＫＲ４（Ｐ）と入力信号レベ
ルＰとの関係が図６にて④領域Ｒ画素平均輝度データＲ
４ｄｄａｖｅとして得られる。
【００５０】次に、入力信号レベルＰｉ毎に①領域Ｒ画
素平均輝度データＲ１ｄｄａｖｅ乃至④領域Ｒ画素平均
輝度データＲ４ｄｄａｖｅがとる①領域Ｒ画素平均輝度
ＫＲ１（Ｐｉ）乃至④領域Ｒ画素平均輝度ＫＲ４（Ｐ
ｉ）の算術平均値を求め、これら各算術平均値と入力信
号レベルＰとの関係をプロットすることで、図７にて示
すＲ用平均ガンマデータＲｄｄａｖｅを求める。
【００５１】そして、このＲ用平均ガンマデータＲｄｄ
ａｖｅが直線Ｌを基準に線対称となるデータを上記Ｒ用
平均ガンマデータＲｄａｖｅとして求める。
【００５２】数２の式或いは数３の式を用い、同様にし
てＧ用平均ガンマデータＧｄａｖｅ或いはＢ用平均ガン
マデータＢｄａｖｅを求める。その他の構成は上記第１
実施形態と同様である。
【００５３】このように構成した本第２実施形態では、
液晶パネル１０の両電極間のギャップのばらつき等によ
り①領域乃至④領域の間の画素の輝度のばらつきが、Ｒ
画素、Ｇ画素、Ｂ画素毎にあっても、上述のように①領域
乃至④領域の領域毎にかつＲ画素、Ｇ画素、Ｂ画素毎に求
めた輝度の平均値からＲ用、Ｇ用、Ｂ用の各平均ガンマデ
ータを求めて各ガンマデータメモリ２５、２６、２７に予
め記憶し、これら記憶データに基づきＡ－Ｄ変換器２３
からのＲデジタルデータ、Ｇデジタルデータ、Ｂデジタル
データをガンマ補正回路２４により補正して電極駆動回
路２９に出力される。
【００５４】従って、液晶パネル１０の両電極間のギャ
ップのばらつき等により①領域乃至④領域の間の画素の
輝度のばらつきが、Ｒ画素、Ｇ画素、Ｂ画素毎にあっても、
ガンマ補正が最適になされ、その結果、液晶パネル１０
の表示画像の輝度が当該液晶パネル１０の表示面全体に
亘り均一になる。
（第３実施形態）次に、本発明の第３実施形態を図８乃
至図１１に基づき説明する。この第３実施形態では、上記
第１実施形態にて述べたカラー液晶表示装置の輝度検査
方法及びガンマデータメモリ２５、２６、２７のデータ補
正方法について提案されている。
【００５５】上記輝度検査及びその結果輝度不良の場合
のデータ補正等を効率よく行うために、一例として以下
のようにする。カラー液晶表示装置の製造にあたり１ロ
ットごとの各カラー液晶表示装置では液晶パネル１０の
輝度特性が相互にほぼ一致していることが経験上分かっ
ているので、この点を利用する。例えば、各ガンマメモリ
２５乃至２７の記憶データとして予め基準のＲ用、Ｇ用、
Ｂ用ガンマデータを準備し、これら各データを、１ロット
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中の一つのカラー液晶表示装置の各ガンマメモリ２５乃
至２７に書き込んで記憶させる。
【００５６】その後、当該カラー液晶表示装置を作動さ
せて液晶パネルの輝度のばらつきの有無を視認により判
定する。この判定で良好とされる場合には、１ロット中の
残りのカラー液晶表示装置の各ガンマメモリ２５乃至２
７にも上述と同様の基準データを書き込めばよい。
【００５７】一方、上記判定で不良とされる場合には、図
８にて示すような構成のもとに当該不良カラー液晶表示
装置の液晶パネル１０の輝度測定を次のようにして行
う。但し、図８に示す信号電極駆動回路及び走査電極駆動
回路は当該不良カラー液晶表示装置の電極駆動回路２９
に相当する。
【００５８】まず、一次元用イメージスキャナＳを液晶
パネル１０の表示面上にて走査電極の長手方向（実施形
態８にて図示上下方向）に移動可能に信号電極の長手方
向に平行となるように配置する。そして、図８のテスト信
号発生回路により階段状テスト信号（図９参照）をＲ画
素用として液晶パネル１０の各信号電極に順次入力す
る。また、上記テスト信号発生回路により垂直同期信号及
び水平同期信号を走査電極駆動回路及び信号電極駆動回
路に入力する。これにより、液晶パネル１０をマトリクス
駆動する。
【００５９】そして、図１０の測定工程Ｓ１において、液
晶パネル１０の図示上側に位置する信号電極から下側の
信号電極にかけて、信号電極毎に、テスト信号を階段状に
レベル変化させつつ入力して信号電極に対応する各Ｒ画
素の輝度をイメージスキャナＳにより測定する。ついで、
このように測定した各Ｒ画素の輝度を、測定工程Ｓ２
（図１０参照）にて、Ａ－Ｄ変換器（図８参照）により
デジタル変換してＲ用測定輝度メモリ（図８参照）に記
憶する。なお、このＲ用測定輝度メモリに記憶した全Ｒ画
素の輝度と入力信号レベルとの関係は図１１（ａ）にて
示すようになる。なお、図１１（ａ）にて符号１、２、・・・、
ｎはＲ画素の番号を示す。
【００６０】ついで、測定工程Ｓ３において、処理データ
回路（図８参照）により、ｎ個のＲ画素の輝度の平均値
を入力信号の各レベル毎に求め、全Ｒ画素の輝度につい
ての平均輝度と入力信号レベルとの関係を示すＲ用平均
ガンマデータを求める（図１１（ｂ）参照）。そして、測
定工程Ｓ４において、上記処理データ回路でもって、上記
Ｒ用平均ガンマデータに基づき直線Ｌに線対称なＲ用ガ
ンマ補正データを求め、Ｒ用ガンマデータメモリ（図８
参照）に測定工程Ｓ５において記憶する。これに伴い、ガ
ンマデータ書き込み回路（図８参照）によりＲ用ガンマ
データメモリの記憶データを上記不良カラー液晶表示装
置のＲ用ガンマデータメモリ２５に転送して書き込むこ
とで記憶し直す。
【００６１】同様にして、上記テスト信号発生回路のテ
スト信号をＧ画素用或いはＢ画素用として液晶パネル１
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11
０の各信号電極に順次入力する。そして、信号電極毎に、
テスト信号を階段状にレベル変化させつつ入力して信号
電極に対応する各Ｇ画素の輝度或いは各Ｂ画素の輝度を
イメージスキャナＳにより測定する。
【００６２】ついで、このように測定した各Ｇ画素の輝
度或いは各Ｂ画素の輝度を、上記Ａ－Ｄ変換器（図８参
照）によりデジタル変換してＧ用測定輝度メモリ或いは
Ｂ用測定輝度メモリ（図８参照）に記憶する。そして、上
記処理データ回路により、ｎ個のＧ画素の輝度の平均値
或いはｎ個のＢ画素の輝度の平均値を入力信号の各レベ
ル毎に求め、全Ｇ画素の輝度或いは全Ｂ画素の輝度につ
いての平均輝度と入力信号レベルとの関係を示すＧ用平
均ガンマデータ或いはＢ用平均ガンマデータを求める。
【００６３】そして、上記処理データ回路でもって、上記
Ｇ用平均ガンマデータ或いはＢ用平均ガンマデータに基
づき直線Ｌに線対称なＧ用ガンマ補正データ或いはＢ用
ガンマ補正データを求め、Ｇ用ガンマデータメモリ或い
はＢ用ガンマデータメモリ（図８参照）に記憶する。こ
れに伴い、上記ガンマデータ書き込み回路によりＧ用ガ
ンマデータメモリの記憶データ或いはＢ用ガンマデータ
メモリの記憶データを上記不良カラー液晶表示装置のＧ
用ガンマデータメモリ２６或いはＢ用ガンマデータメモ
リ２７に転送して書き込むことで記憶し直す。
【００６４】このように、上記不良カラー液晶表示装置
は、その各ガンマデータメモリ２５乃至２７の記憶デー
タを書き直すことで、輝度特性の不良が是正され、不良で
はなくなる。上記１ロットの残りのカラー液晶表示装置
の各ガンマデータメモリ２５乃至２７には上記Ｒ用、Ｇ
用、Ｂ用ガンマ補正データをそれぞれ書き込むことで輝
度の良好な液晶パネル１０を有するカラー液晶表示装置
の製造が可能となる。
【００６５】なお、本発明の実施にあたり、液晶パネル
の液晶は反強誘電性液晶に限ることなく、強誘電性液晶
等のスメクチック液晶その他の各種の液晶であってもよ
い。
【００６６】また、本発明の実施にあたり、各ガンマデ
ータメモリ２５、２６、２７は、単一のメモリであって
もよい。 *
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*【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るカラー液晶表示装置の一実施形態
を示すブロック図である。
【図２】（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、それぞれ、全Ｒ画素補
正輝度、全Ｇ画素補正輝度、全Ｂ画素補正輝度と入力信号
レベルとの関係を示すグラフである。
【図３】（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、それぞれ、全Ｒ画素平
均輝度、全Ｇ画素平均輝度、全Ｂ画素平均輝度と入力信号
レベルとの関係を示すグラフである。
【図４】輝度と入力信号レベルとの関係を図３の各全画
素平均輝度及び各ガンマ補正輝度との関係において示す
各グラフである。
【図５】本発明の第２実施形態を示す液晶パネルの表示
面図である。
【図６】上記第２実施形態における①乃至④領域Ｒ画素
平均輝度と入力信号レベルとの関係を示すグラフであ
る。
【図７】上記第２実施形態におけるＲ画素平均輝度と入
力信号レベルとの関係を示すグラフである。
【図８】本発明の第３実施形態におけるカラー液晶表示
装置の輝度補正を行うための回路図である。
【図９】図８にて示すテスト信号のレベルを示すタイミ
ングチャートである。
【図１０】上記第３実施形態における測定工程図であ
る。
【図１１】（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、それぞれ、Ｒ画素輝
度、Ｒ画素平均輝度、Ｒ画素の平均輝度及び補正輝度と入
力信号レベルとの関係を示すグラフである。
【図１２】従来のカラー液晶表示装置の液晶パネルの輝
度と入力信号レベルとの関係を示すグラフである。
【図１３】従来のカラー液晶表示装置の液晶パネルの補
正輝度と入力信号レベルとの関係を示すグラフである。
【符号の説明】
１０…液晶パネル、２４…ガンマ補正回路、２５…Ｒ用ガ
ンマデータメモリ、
２６…Ｇ用ガンマデータメモリ、２７…Ｂ用ガンマデー
タメモリ。

【図９】
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【図５】 【図１０】
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【図６】 【図７】

【図８】
【図１１】



(10) 特開２００１－２２２２６４

【図１２】 【図１３】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
(72)発明者  榊原  啓之
            愛知県西尾市下羽角町岩谷14番地  株式会
            社日本自動車部品総合研究所内

(72)発明者  早田  憲文
            愛知県刈谷市昭和町１丁目１番地  株式会
            社デンソー内



专利名称(译) 用于彩色液晶显示装置的伽玛校正装置，伽马校正方法和伽马校正数据产生方法

公开(公告)号 JP2001222264A 公开(公告)日 2001-08-17

申请号 JP2000035683 申请日 2000-02-08

[标]申请(专利权)人(译) 日本电装株式会社

申请(专利权)人(译) 日本汽车零部件研究院
Denso公司

[标]发明人 水谷彰利
榊原啓之
早田憲文

发明人 水谷 彰利
榊原 啓之
早田 憲文

IPC分类号 G09G3/36 G02F1/133 G09G3/20 H04N5/202 H04N9/69

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.575 G09G3/20.641.Q H04N5/202 H04N9/69

F-TERM分类号 2H093/NA43 2H093/NC24 2H093/ND09 2H093/NF20 2H193/ZD32 2H193/ZQ26 5C006/AA01 5C006
/AA22 5C006/AF13 5C006/AF46 5C006/AF81 5C006/AF82 5C006/BB11 5C006/BF08 5C006/BF26 
5C006/FA18 5C006/FA22 5C006/FA56 5C021/PA76 5C021/PA78 5C021/PA85 5C021/PA86 5C021
/RA07 5C021/XA34 5C066/AA03 5C066/AA15 5C066/BA20 5C066/CA05 5C066/CA17 5C066/DD07 
5C066/DD08 5C066/EC05 5C066/GA01 5C066/GA13 5C066/GA14 5C066/GA21 5C066/GB01 5C066
/HA03 5C066/KE05 5C066/KE09 5C066/KE19 5C066/KE20 5C066/KM13 5C066/LA02 5C080/AA10 
5C080/BB05 5C080/CC03 5C080/DD03 5C080/EE28 5C080/GG08 5C080/JJ02 5C080/JJ05 5C080
/JJ07

外部链接 Espacenet

摘要(译)

用于彩色液晶显示设备的伽马校正设备，伽马校正方法和伽马校正数据
生成方法，用于使用伽马校正数据对液晶面板中具有不同亮度特性的R，
G和B的每个像素执行伽马校正 提供。 解决方案：根据液晶面板的R，G
和B像素各自的亮度特性创建的R，G和B伽玛校正数据存储在R，G和B
伽玛数据存储器中。 伽马校正电路24基于存储在伽马数据存储器25至27
中的数据对构成视频信号的R信号，G信号和B信号进行伽马校正。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/006cda45-8aeb-4f06-85f7-5946047c05a9
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018559849/publication/JP2001222264A?q=JP2001222264A

